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 わたしは交通じこに合わないように、お母さんとやくそくをしています。 

 お母さんとかい物に行く時、わたしと同じ小学生が交通じこでけがをしているとよく話

してくれます。 

 一番多いじこはとび出しじこだそうです。それで学校に行く時や公園にあそびに行く時

は、車にきをつけて、道ろをわたる時は、ちゃんと止まって右と左をよく見て、手を大き

く上にあげてわたりなさい、といわれています。 

 わたしは一年生の時に、おまわりさんからおしえてもらったことがあります。学校の体

いくかんに女のおまわりさんが来て、交通安全の学しゅうをしてくれました。おまわりさ

んはテレビをつかってじこが多い場しょやきをつけなきゃいけないところを分かりやすく

おしえてくれました。その時におまわりさんが大きな声で何どもいっていたことは、道ろ

は右を歩くことと、としおくんのおやくそくです。 

「と」は、とび出しません。 

「し」は、しんごうをまもります。 

「お」は、おうだん歩道をわたります。 

 このとしおくんのおやくそくは、家にかえっておしえてあげました。お母さんは、とし

おくんのおやくそくは大切だねといって、げんかんにとしおくんのおやくそくをはってく

れました。 

 学校に行く時や公園に行く時は、お母さんとおまわりさんからおしえてもらった、とし

おくんのおやくそくをしっかりまもって、交通安全にきをつけます。 


